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重．緒言

近年の日勤幣肇班の増加ま、産通説苦として大きな社告

問題となっている¢解放脛慧は地域によって様々でぁる軌

寒冷地域や積雪地域の場合七　草期に兼座す掛憩追撃櫨碍多

くは贋雪路融や凍結路蘭上での式‡jヅプ事紋が㌔葺めている¢

その罵葦国として、現在ま引こ故潤きれてきた冬期弼タイヤ

の性能に問題がぁる日甑b呈扇に主な例として、スパイタタ

イヤとスタッドレスタイヤ殿各々山性能を示してある軌

それぞれ一品‥L－・短のあることが分かる。

本研究では、氷雪路面におも㌔ては高いグリップカを税指

でき、かつ舗装路蘭で猛路面損傷の魔蓬を押きえること幻

できるような新しい廉雪路詣用タイヤ、すなわち路面状況

に応じてスパイタピンの出しÅれ横柄を宿するタイヤに閲

した基礎的な装置を試作し、検討した結果盤報恩する肇

Ta醜17】海蝕恒油断捌－d摘曲牒廊融軸S画転写融

こInd Stll（tlcss　■l－ire

利点　　　　　　　l　欠点

封雫イタ　　　凍雪路面での競い　　　舗装路蘭山損毎

夕イヤ　　　　グリップカ　　　　　　と粉塵袋醤

舗装路蘭を損傷するこ　凍上性能につい

スタッドレス　とがない　　　　　　てはスパイクタ

タイヤ　　　ゴム樹欝などの工夫に　ィヤに比璃て劣

よる雪上性能の向上　　る

2．氷雪路面用オートスパイクタイヤの考え方

丁盈b圭e王かち、お互いのタイヤの利点を併せ掃うタイヤを

考ぇれば、轟々の欠点を補うことができると考えちれる。

具体的には、タイヤにスパイクピンを埋め込み㌔舗装路面

の違行時にはスパイクピンをタイヤ表面よりも引っ込めて

おき巨浪雪路蘭の走行時にはスパイクピうをタイヤ義面よ

りも突出きせるような機構を持つタイヤであればよいこと

が分かる。

そのた軌　スパイタピンを出しÅれできる淡雪路面用タ

イヤの機能としては、

糾自動車を運転中に、運転者が路面の変化を認識したと乱

逆転婿に属ながちにして簡単な操作をするだけで、瞬時に

スパイクピンを突出きせた誓戻七1解除き　たりすることが

できる。

ほ卜度窯出したスパイクピン乱逆転者が成し∈解除きの

操作をしない限り突出した窪まの状態を保つ¢

幻思蔦を賎郵誓書三野癒する感禦が轟誓、寒研究剖孟芸碍蓋う

な餞革持を持つ装置を設妄汁¢紙怖じた¢

3．拭作装置

今い－1試什しノたのは、－′王際〔りタイヤに組み込む時に、ビ山

ような機能を宿してい馴苦艶ばならないかを考見るため軌

見パイ杏葉出および保持卓成し宅解除き機構看三関す愚基礎

的な装置である8装置殿堂終回をぎ董g．芝革二示す。

装置猛も　墓園艶汁計組敷艶遠別割敵吐乳　軸、スパイク

ピン、押し込み部嵐　ロヅタぎせるため悶議ライド敵　お

よびスパイタピンの突出と撰し（解除き弛作をきせるため

の駆助力としで、壁気のおを機械的な力量二変換する岩本のエ

アシリンダから成っている。

きらに、架瞭をニタイヤ表面かちスパイクピンを突出きせ

る堀台に、路面が凄結するような低温下では海　講パイクピ

ンのまわ鋸こ見り込んだ旗が磯結するような囁菖が起こっ

てくる。ニのために、スパイタピンを栗山きせるため碁こは

大きな力が必撃となる芸とを考盈若、講パイタピンを柴臼∃

きせる側と柴山を解除きせる榊毒≡、そ艶ぞれ小さなぉかち

人きな力を′l井守＝㌻こと山‾亡き・ろl‾ひざてこの櫓隅」を＝加

し・■ていろ。これにより、シリンケの力が1．G僧のノ正雄用！さ
れて装；削こ鋤く。
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4 . 装置 の 動作原理
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